
小地域に根付いた地域の拠点づくりの取り組みをシリーズで紹介します。

広げよう！ 地域の安心拠点

地域の概況地域の概況地域の概況

～豊岡市但東町高橋地区の取り組み～

今回取材した拠点のご紹介

高橋地区総合拠点「いこいの杜」　豊岡市但東町久畑954-1　TEL 080-8305-2628

空き店舗が“食”を
テーマの多機能拠点に

　そんな「い
こいの杜」が
オープンし
たのは、平成

27年12月20日。運営は地域住民に加え、障害
者支援に取り組むNPO法人セルフサポートい
ずしと市社協が担う。当面は喫茶コーナーや地
域食堂の運営をはじめ、料理教室などのイベン
ト開催も検討している。
　運営に携わる地域サポート推進員の野末八
千代さんは、「開設当初は10人程度だった来店
者が、現在では20人程度にまで増えた」と話す。
「そのうち約7割はほぼ毎日顔を見せてくれる。
いこいの杜が地域の人にとって気軽に立ち寄れ
て誰かと話ができる“拠り所”として知られてき
たと感じる」。今後は、これまでの活動の振り返
りと今後の進め方について話し合いたいと考え
ている。住民自らが考える土壌がすでに根付き
始めているようだ。「高橋に暮らす人たちの心
の拠り所」という、ワークショップでつくった目標
に向かって、
さらなる取
り組みが広
がることを
期待したい。

　豊岡市の南東部に位置する但東
町高橋地区は四方を峠に囲まれて
おり、冬になると非常に積雪の多い

地域である。
　昔は農業や炭焼が盛んであったが、現在では若い世代を
中心に地区外で勤務するケースが多い。
　近年では、人口減少・少子高齢化の進行・一人暮らし高齢
者の増加などにより、さまざまな生活課題が顕在化してき
ている。

　約5年前、
高橋地区の中
でも、学校、郵
便局、地区公

民館、駐在所等、多くの社会資源が存在する久
畑区において、地区唯一の生鮮食料品店が廃業
した。以前より、豊岡市社協但東地区センターで
は、「買い物困難者の増加」「急速な高齢化と過
疎化」「障害者の社会参加と就労」を地域課題と
して考え、それらに対応するシステムづくりに向
けて、具体的な事業を展開する拠点づくりを模
索していた。そんな折、廃業した店舗の所有者
から、「地域のために店舗を活用してほしい」と
平成26年に市社協に申し出があった。
　市社協では早速、住民へのヒアリングとワー
クショップ（計3回）を実施。ワークショップでは、
地域にどんな課題があり、どんな取り組みが必
要とされているのか、そのために空き店舗をど
う活用できるかを住民同士で話し合った。その
結果、気軽に立ち寄れ交流ができ、かつ自らも
料理や食材の提供等を通じて運営側として関わ
れる“食”をテーマとした拠点として活用するこ
ととした。名称は「いこいの杜」。建物の向かい側
に神社のけやきがあり、自然豊かな環境で、
人々が集う場でありたいとの思いが込められて
いる。

人口：928人 　高齢化率：42%
世帯数：367世帯　学校：小学校1校

（平成27年4月1日現在）

住民が気軽に集う心の拠り所“いこいの杜”
よ

住民が必要とする
“拠り所”とは

基礎データ

治会で活動が実施
されており、参加者
層は子どもから中
高年・高齢者と幅広
く、住民の関心の高
さがうかがえる。
　これらの取り組み
を進める中で、活動
に参加した住民が、徘徊していた別の自治会の住民に
声をかけられた際に異変を感じて行動し、家族の元に無
事に帰すことができたという話が地元紙に紹介された。
まだ活動を実施していない地区からは、「自分の地域で
も実施したい」との声が社協に寄せられている。

　婦人会などの地域団体の存続が難しい中、住民同士
が話をする場が少なくなっている地域では、この活動
に参加した住民同士が顔見知りになり、あいさつをし
合うなどの関係が築かれつつあるという。
　活動の手応えを実感する中で、「お互い様の精神で
人が人を助け合い、支援できるときは支援してもらい、
誰かの力が必要なときはいつでも支援してもらえるよ
うな地域を今後も目指していきたい」と、事務局長の
大藤さんは力強く語る。この活動を通じて、地域の認
知症の方だけではなく、少し気になる人・世帯への見
守りや支え合いに広がることが期待される。

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

活動を
もっと詳しく
知りたい方は

加西市社会福祉協議会
☎0790-42-8888
加西市社協 検索

あなたのまちの 社 協 ナ ビあなたのまちの 社 協 ナ ビ

「声かけ作戦」から広がる新たなつながり

　加西市では、平成26年に市内で認知症の住民が家
を出たまま行方不明になり、亡くなって発見されたと
いう悲しい出来事があった。深刻な事態に至るまでに、
住民同士の声かけなどで、未然に防ぐことができな
かったか。そんな思いで社協が市内の各地区に呼びか
け、「あったか声かけ作戦」と題した活動を開始した。
　この活動のポイントは大きく2つある。一つは、認知症
に対する理解の入り口の敷居を低くしたことである。認
知症を理解するプログラムでは、講義だけではなく、「お
かしいな」と思ったときの声かけや警察への通報に迷う
場面、認知症の方への接し方の悪い例・良い例など、具
体的な場面を想定した寸劇を通じて学ぶ。寸劇には、社
協職員のほか、住民自身も出演する。参加した住民から
は「認知症のことや対応の仕方がよく分かった」「普段か
らのあいさつが大切」などの感想が寄せられている。
　もう一つのポイントは、住民主体で活動を進めてい
ることだ。活動を地区で実施するかどうか、実施する場
合はどのような内容
にするかは、社協職
員によるサポートの
下、地区や自治会の
役員を中心に住民
が決定する。現在、
市内の2地区・5自

　この活動が地域で開催されるに至
るまで、住民との話し合いなどに、地
域担当や介護事業担当の職員がセク
ションを超えて関わることで、職員同
士のコミュニケーションが増え、連帯
感が強くなったとのこと。全ての職員
が同じ目的に向かって力を合わせる
ことは、組織としての大きな強みにな
ると実感しました。

　加西市社協では、「すべての市民で支えあう 福祉のまちづくり」を福
祉目標に、普段から地域において相互支援が自然に行われるよう、支
え合いの精神を育て、人と人を結び、多くの資源を繋ぐ活動を展開して
います。「認知症」への対応策として、病の理解と支援者を増やし、行方
不明者を未然に防ぐ事業「あったか声かけ作戦」を社協挙げて取り組
み、住み慣れた地域で安全安心に暮らせる地域づくりを住民と協働で
実施しています。今後も住民に寄り添い、信頼される社協活動を展開
してまいります。

取 材 を 終 え て 理 事 長 か ら 加西市社会福祉協議会　理事長　衣笠 勝弘

はいかい

子どもも交えた
寸劇の様子

多くのボランティアの手で届ける

　わが国では、現在65歳以上の5人に1人が認知症と推計され、高齢者の約4人に1人が認知症の予備軍といわれ
ている。加西市の高齢者福祉計画・第6期介護保険事業計画の策定時に行われた調査では、高齢者の生活上の心
配事に「認知症になることへの不安」が上位に上がっている。今回は、加西市社協が展開している、認知症に対する
理解から始める地域づくり活動「あったか声かけ作戦」について報告する。

あったか声かけ作戦を通じたつながりづくり

ある地区では、屋外で
声掛け訓練を実施。
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